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な振舞いは通常の金属においては見られないものである｡

2) 142K付近

電気抵抗が極小となる145K付近から絶対値はわずかに増加し始め, 142Kで

急激に立ち上がる｡

3) 58K<T<140K′､ヽノ ′ー)

この温度領域では,絶対値は徐々に増加 し,飽和しない｡

4) TS58K

電気抵抗が極小値となる温度 59Kではなく,58K付近から急速に減少して行

き,約 35Kで符号を正に変える｡15K付近で正の極大値が見られる｡4.2Kで

は多少試料依存性が見られる｡

† 考察,結論

142K,58Kでの熱電能の急激な温度変化は,CDW が,形成され,energygapが

Fermi面の一部に開いたためと考えられる｡011gは,電気抵抗の温度微分が,この142

K,58Kで発散的に大 きくなることから,この2つの温度を転移点とすることを提案

している｡これは従って適当と思われる｡

normal相でのほとんど温度に依存 しないような振舞いは,Hall係数,磁気抵抗効果と

比較して,小さなelectronpocketに依るものと考えられる｡このことから,NbSe3の

normal相では小さなelectronpocketとholeの 2-bandmodelが適当である｡

Pyrite型CoS2単結晶の磁気共鳴

真 鍋 和 弘

§1 序 論

強い電子相関をもつとみなされるPyrite型化合物 CoS2は金属的電気伝導をしめす強

磁性体である｡Niなどの強磁性遷移金属では電気伝導には主に 4∫電子が寄与し磁性

には 3d電子が寄与するのに対 し,CoS2では 3d電子が伝導と磁性という2つの役割

りを同時に担っていることが明らかにされ固体内の 3d電子の挙動を知る上で重要な物
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質と考えられている｡CoS2に対してはさまざまな手段を用いた実験的研究があるが磁

気共鳴の手段を用いた研究としてはMiyadaiら1)によるCoS2粉末試料での F･M.Rお

よび E.P.Rの実験とChandler2)らによるFeS2中に薄められた Coの E.P.Rの実験

がある｡今回の研究では強い電子相関の特徴がCoS2単結晶の磁気共鳴にどのようにあ

らわれるかを調べることを目的とした.Tc以下では Ament-Radoの現象論デ)Tc以上

ではDyson理論 4)を用いて線形の解析を試みg-factor, 異方性,それに線型の対称性を

調べた｡

§2 試料と実験装置

CoS2単結晶はchemicaltransport法により作製 し,約 1.5¢×0.1(rrm)の円板に加

工し研磨 した. F.M.Rでは試料表面の状態が吸収線の形に影響を与えるので0.3pの

アルミナ微粒子研磨剤によりバフ研磨仕上げした｡測定に使用した試料は主に(111)面

と(100)面の円板である｡測定は X-band(9.2GHz)の装置を用い,試料の円板面内

に静磁場とマイクロ波磁場が互いに垂直にかかるような配置をとった｡

§3 実験結果

強磁性領域ではA/B-1.7前後の非対称な F.M.Rの線形が観測された｡低磁場側

に小さなpeakが観測された｡共鳴磁場 Hresは温度とともにゆるやかに単調増加 し,

120K直下から急激に増大し, 120Kに変曲点をもつ｡磁化測定の結果からCurie温度

Tcは120Kで変曲点に一致した.線幅は温度上昇とともに単調減少しT｡で最小とな

る.線幅の周波数依存性は線幅の大きさに無関係に /ヽr石に比例していた｡相対的な線幅

k-2250.-1

Fig.1.A-R理論による線形の解析
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の温度変化は低温にいくにしたがって単調に増加 してお り,以前の結果1)と一致 しない｡

A-R理論ではM/､/膏 を予言するが今回の結果はM-T曲線とM/V7-T曲線の中間に

ある｡常磁性領域では線形に変化がおこり,A/B～～24のさらに非対称な E.P.Rの攻

収線が観測された｡線幅は温度とともに発散的に増大し130K以上ではシグナルは検出

されなかった｡

§4 解析と考察

反磁場と磁気異方性 を考慮したKittel理論の式 5)をっかって(111),(100)の試料の

結果から9と立方異方性定数Klを求めたogは温度変化せず,

9=205士0･03

を得た｡Kl̀ は負で絶対値は温度とともに単調減少しTcで0になる｡強磁性領域でA

-R理論により線形を解析した｡しかしどのようにパラメータを変えても実際に観測さ

れたA/B=1.7という非対称な線形を再現できなかった6)(Fig.ll.常磁性領域でDyson

理論を用いて線形を解析した結果,拡散なしの場合の線形として実験結果を記述できた｡

解析から求められた 7'2は

T2-24×10~10sec (125K,9･2GHz)

で温度上昇とともに減少する｡Dyson理論での解析結果はCoS2の磁気モーメントを担

うeg電子の振舞を反映していると考えられるoDyson理論には電子相関の効果は含ま

れておらず T2,TD という2つのパラメータだけで記述できるかという問題点が残る.
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